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本
稿
で
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
貞

佐
点
俳
諧
帖
』「
指
南
車
の
」
百
韻
の
う
ち
、
発
句
か
ら
二
十
五
句

目
ま
で
を
註
解
す
る
。
本
資
料
は
享
保
十
三
年
〈
一
七
二
八
〉
十
二

月
十
四
日
、
前
年
に
没
し
た
有
紀
堂
佳
風
の
追
懐
を
込
め
て
催
さ
れ

た
も
の
で
、
役
者
・
芝
居
関
係
者
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。
批
点
を

し
た
江
戸
座
の
貞
佐
は
役
者
と
親
交
の
深
い
俳
諧
師
で
あ
り
、
本
資

料
を
註
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
享
保
期
に
お
け
る
俳
諧
と
歌
舞
伎

と
の
接
点
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
い
て
は
、
江
戸
文
化
の

あ
り
方
を
知
る
重
要
な
視
座
を
据
え
る
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
ろ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俳
諧　

歌
舞
伎　

享
保　

貞
佐　

役
者

　

享
保
期
は
「
役
者
の
俳
諧
が
鮮
烈
な
世
界
を
描
き
出
し
た
時
代
（
１
）」

と
さ
れ

る
。
元
禄
期
に
其
角
や
初
代
市
川
團
十
郎
・
中
村
七
三
郎
・
中
村
伝
九
郎
ら
に

よ
っ
て
紡
が
れ
た
江
戸
俳
壇
と
梨
園
と
の
親
交
は
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
、
新

た
に
結
成
さ
れ
た
江
戸
座
（
江
戸
の
俳
諧
宗
匠
組
合
）
の
俳
人
達
と
役
者
達
と

の
間
で
雅
交
が
結
ば
れ
て
い
く
。
服
部
幸
雄
氏
（
２
）が

「
俳
諧
と
歌
舞
伎
は
と
も
に

江
戸
時
代
の
都
市
を
基
盤
に
し
て
成
立
し
た
芸
能
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、
興
行
さ
れ
る
「
座
」
の
文
芸
と
し
て
の
俳
諧
の
「
芸
能
的

性
格
」
に
言
及
し
、「
俳
諧
と
歌
舞
伎
は
共
通
の
美
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
両
者
の
接
点
を
考
え
る
こ
と
は
、
江
戸
文
化
の
あ
り
方
を

知
る
重
要
な
視
座
を
据
え
る
意
義
を
持
つ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
伊
藤
善
隆
氏
（
３
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
俳
諧
研
究
上
、
歌
舞
伎
と
の
接
点
を
主
要
な
課
題
と
さ

れ
た
機
会
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
明
ら

か
に
す
べ
き
事
柄
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
貞

佐
点
俳
諧
帖
』「
指
南
車
の
」
百
韻
を
註
解
し
、
役
者
達
の
交
流
と
「
鮮
烈
な

世
界
」
の
内
実
を
考
察
す
る
礎
と
し
た
い
。
ま
ず
、
以
下
に
同
書
の
書
誌
を
示

す
。

　　
　

所
蔵　

�

東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
。
文
庫
整
理
番
号
：
洒3492 

。

請
求
記
号
：A

00

：
洒
竹
：3492

。  

　
　

装
幀　

写
本
。
点
帖
一
冊
。
帙
入
り
。

　
　

表
紙　

二
三
・
三
糎
×
一
七
・
五
糎
。

貞
佐
点
「
指
南
車
の
」
百
韻
註
解
（
一
）

稲
葉　

有
祐
、
荻
原　

大
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

俊
輝
、
ビ
ュ
ー
ル
ク　

ト
ー
ヴ
ェ
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題
簽  

中
央
。
無
記
。

　
　

丁
数　

全
十
六
丁
。

　
　

奥　
　
「
享
保
十
三
年
申
三
冬
月
中
旬
第
四
於
貝
錦
亭
催
之
」。

　
　

印
記　

�「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
」、
同
割
印
、「
東
京
帝
国
大
学
付
属
図

書
館
大
正
五
年
三
月
卅
一
日　

221072

」、「
洒
竹
文
庫
」、「
東
京

帝
国
大
学
図
書
」。

　
　

備
考　

�

表
紙
に
貼
紙
「
桑
岡
貞
佐
点
（
享
保
十
三
年
三
月
）
作
者
暁
雨
。

考
証
4

4

＝
桑
岡
氏
ノ
印
ア
リ
。
享
保
十
七
没
、
年
六
十
三
。
此
筆
五

十
九
ナ
リ
」。
虫
損
あ
り
。

　

同
百
韻
は
享
保
十
三
年
〈
一
七
二
八
〉
十
二
月
十
四
日
、
貝
錦
亭
で
催
さ
れ

る
。
連
衆
に
は
、
発
句
を
詠
ん
だ
三
升
（
二
代
目
市
川
團
十
郎
）
を
は
じ
め
、

少
長
（
二
代
目
中
村
七
三
郎
）・
楓
晩
（
玉
松
小
十
郎
・
二
代
目
中
島
勘
左
衛

門
）
ら
の
役
者
、
狂
言
作
者
の
藤
橋
（
二
代
目
中
村
清
三
郎
）・
冨
百
（
江
田

弥
市
）・
五
舟
（
村
瀬
源
四
郎
）、
中
村
座
の
木
戸
番
も
し
く
は
表
役
の
里
郷
、

十
八
大
通
の
筆
頭
で
一
説
に
助
六
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
暁
雨
（
大
口
屋
次

（
治
）
兵
衛
）
や
四
時
観
派
の
莎
鶏
（
祇
明
・
伊
藤
氏
。
夏
目
成
美
伯
父
）
ら

役
者
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
札
差
が
参
加
、
そ
の
他
、
円
推
・
佳
丁
・
貝
錦
・
喜

者
・
五
山
・
山
寿
・
車
声
・
宗
之
・
潮
雨
・
東
閤
・
桃
雨
が
名
を
連
ね
る
。
身

元
の
判
明
し
な
い
者
に
も
芝
居
関
係
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ

る（
４
）。

　

点
者
の
貞
佐
（
寛
文
十
二
年
〈
一
六
七
二
〉
～
享
保
十
九
年
〈
一
七
三
四
〉）

は
桑
岡
氏
。
名
は
永
房
、
通
称
を
平
三
郎
と
い
う
。
其
角
門
。
初
号
を
塩
車
、

そ
の
後
、
平
砂
（
初
世
）・
了
我
と
し
、
桑
々
畔
と
も
号
す
。
其
角
の
点
印
を

付
嘱
し
、
江
戸
座
の
中
心
的
な
存
在
と
な
る
。
役
者
を
積
極
的
に
俳
諧
撰
集
に

起
用
し
た
人
物
（
５
）で

、
二
代
目
團
十
郎
家
の
隣
に
居
住
し
た
二
世
湖
十
（
巽
窓
）

と
と
も
に
歌
舞
伎
と
俳
諧
と
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（
６
）。

　
『
貞
佐
点
俳
諧
帖
』
に
は
貞
佐
の
点
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。『
綾
錦
』（
享
保

十
七
年
〈
一
七
三
二
〉
刊
）
の
点
譜
に
よ
る
と
、「
回
雪
」
は
五
点
、「
新
月

色
」
は
七
点
、「
花
影
上
欄
干
」
は
十
点
で
、
こ
れ
ら
は
其
角
伝
来
の
印
。「
回

文
錦
字
詩
」
は
十
五
点
で
、
隠
し
点
「
玉
姿
」
が
十
八
点
と
な
る
。
印
は
「
玉

姿
」
が
朱
、
他
が
銀
で
あ
る
。『
貞
佐
点
俳
諧
帖
』
の
句
締
に
は
「
右
／
妙
字

卅
二
／
長
十
弐
／
貞
佐　

桑
岡
氏　

貞
佐
之
印
」
と
記
し
た
上
で
、「
各
声
五

／
莎
鶏　

倍
三
十
四
点
／
少
長　

二
十
八
ゝ
／
暁
雨　

二
十
七
ゝ
／
五
舟　

二

十
五
ゝ
／
宗
之　

二
十
ゝ
／
山
寿　

同
／
東
閤　

十
九
ゝ
／
里
郷　

十
七
ゝ
／

楓
晩　

十
五
ゝ
／
佳
丁　

同
／
喜
者　

十
四
ゝ
／
潮
雨　

十
三
ゝ
／
冨
百　

同

／
桃
雨　

九
ゝ
／
円
推　

同
／
藤
橋　

同
／
貝
錦　

七
ゝ
／
車
声　

五
ゝ
／
三

升　

発
句
而
己
／
五
山　

一
順
計
」
と
順
位
等
が
挙
げ
ら
れ
、「
享
保
十
三
年

申
三
冬
月
中
旬
第
四
於
貝
錦
亭
催
之
」
と
の
奥
付
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

百
韻
の
註
解
に
あ
た
り
、
一
回
に
二
十
五
句
ず
つ
、
四
回
に
わ
た
り
掲
載
す

る
予
定
で
あ
る
。
百
韻
の
う
ち
、
本
稿
で
扱
う
発
句
か
ら
二
十
五
句
目
ま
で
の

翻
刻
を
以
下
に
掲
載
す
る
。
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　
［
凡
例
］

　

一
、
旧
字
及
び
異
体
字
等
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　

一
、
文
字
の
清
濁
は
原
本
通
り
と
し
た
。

　

一
、
振
り
仮
名
及
び
添
削
部
分
は
す
べ
て
原
本
通
り
と
し
た
。

　

一
、�

丁
移
り
は
、
そ
の
丁
の
表
及
び
裏
の
末
尾
に
お
い
て
「　

」　

」
を
付
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し
、
丁
数
と
オ
・
ウ
と
を
括
弧
内
に
漢
数
字
で
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
あ

ら
わ
し
た
。

　

一
、�
平
点
を
「（
平
）」、
長
点
を
「（
長
）」、
長
点
に
朱
の
あ
る
も
の
を

「（
長
・
朱
）」
と
し
、
点
印
は
該
当
句
の
下
に
□
で
囲
い
、
示
し
た
。

　　
［
翻
刻
］

　
　
　
　
　

有
紀
堂
の
追
懐
」（
一
ウ
）

　
　
（
長
）
指
南
車
の
か
ら
く
り
ゆ
か
ぬ
寒
さ
哉　
　
　

三
升

　
　
（
長
）
硯
に
影
の
残
る
水
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

貝
錦

　
　
（
長
）
挑
立
る
雨
夜
の
顔
の
お
も
長
に　
　
　
　
　

五
舟

      （
平
）
木
の
端
と
云
へ
我
ハ
茶
を
挽　
　
　
　
　
　

喜
者
」（
二
オ
）

      （
平
）
馬
も
人
も
絵
の
様
に
見
る
崖ガ
ケ

の
家　
　
　
　

楓
晩

      （
平
）
五
文
字
浮
ミ
脚
絆
ゆ
る
ま
る　
　
　
　
　
　

山
寿

      （
平
）
風
呂
敷
と
語
り
ハ
せ
ね
ど
月
落暮

ぬ　
　
　
　

車
声

      （
平
）
入
ら
ぬ
世
話
す
る
つ
ゞ
り
さ
せ
て
ふ　
　
　

執
筆
」（
二
ウ
）

ウ    （
平
）
塗
桶
に
は
や
置
初
し
秋
の
霜　
　
　
　
　
　

少
長

（
長
・
朱
）
髪
洗
ふ
日
に
筑
波
と
ハ
知	

　
　
　

冨
百　
　

 　

回
雪�

      （
平
）
御
比
丘
尼
の
鰹
節
か
く
も
世
上
な
り　
　
　

里
郷

（
長
・
朱
）
十
啓
が
来
て
あ
て
る
煤
竹　

	

　
　
　

宗
之
」（
三
オ
）

�

花
影
上
欄
干       

　
　
（
平
）
銭
湯
に
長
く
居
る
の
が
下
心　
　
　
　
　
　

桃
雨

　
　
（
平
）
女
に
舌
を
捲
ハ
惣
領　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
橋

　
　
（
平
）
か
り
そ
め
の
言
葉
の
端
に
龍
頭
落　
　
　
　

潮
雨

（
長
・
朱
）
詩
文
ハ
熨
斗
目
歌
ハ
縮
緬　
　
　
　
　
　
　

楓
晩
」（
三
ウ
） 

回
雪

　

  　
（
平
）
た
ら
〳
〵
と
枝
か
ら
水
へ
切
ル
牡
丹 　
　

 

五
山

        （
平
）
唐
菓
子
持
の
溜
メ
る
耳
垢　
　
　
　
　
　

  

東
閤

        （
平
）
白
い
事
合
点
を
し
て
ハ
白
い
と
ハ　
　
　

 

円
推

　

  　
（
長
）
別
れ
し
夕
へ
汚
コ
れ
た
る
衣　
　
　
　
　

  

佳
丁
」（
四
オ
）

        （
平
）
月
花
と
ひ
ろ
ち
や
く
し
た
る
長
い
文　
　

 

暁
雨

　
　
　
　
　

お
も
ひ
出
し
て
ハ
雉虻

の
一
声

二（
長
・
朱
）
春
雨
に
淋
し
く
も
ど
る
挟
箱　
　
　
　

 　

潮
雨　
　
　
　

回
雪

　

  　
（
長
）
乳
呑
子
な
ら
で
鞆
頭
抱
ク　
　
　
　
　
　

 

冨
百
」（
四
ウ
）

  （
長
・
朱
）
鸛
の
巣
を
お
ろ
す
梯
子
の
酔
倒
れ　
　

    

五
舟　
　
　

新
月
色�

以
上
、
五
オ
の
一
句
目
ま
で
を
示
し
た
。
本
稿
で
は
発
句
よ
り
五
句
目
ま
で
を

稲
葉
、
六
句
目
よ
り
十
句
目
ま
で
を
荻
原
、
十
一
句
目
よ
り
十
五
句
目
ま
で
を

小
林
、
十
六
句
目
よ
り
二
十
句
目
ま
で
を
ビ
ュ
ー
ル
ク
、
二
十
一
句
目
よ
り
二

十
五
句
目
ま
で
を
稲
葉
が
担
当
し
た
。
な
お
、
句
に
添
削
の
あ
っ
た
場
合
は
、

添
削
前
の
句
形
で
訳
出
し
た
。

（
１
）
楠
元
六
男
「
享
保
期
俳
壇
の
周
縁
―
二
世
団
十
郎
の
俳
諧
―
」（『
享
保

期
江
戸
俳
諧
論
攷
』
新
典
社
、
一
九
九
三
年
）

（
２
）『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）「
俳
諧
と
歌
舞
伎
」

の
項
（
服
部
幸
雄
執
筆
）

（
３
）
伊
藤
善
隆
「
近
世
文
学
研
究
と
歌
舞
伎
―
俳
諧
と
歌
舞
伎
―
」（『
歌
舞

伎
研
究
と
批
評
』
第
四
十
九
号
、
二
○
一
三
年
五
月
）

（
４
）
本
百
韻
の
連
衆
に
つ
い
て
は
本
誌
掲
載
の
ビ
ュ
ー
ル
ク
・
ト
ー
ヴ
ェ

「
佳
風
追
善
連
句
会
参
加
者
一
考
」
を
参
照
。
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（
５
）
安
田
吉
人
「
享
保
江
戸
俳
壇
と
団
十
郎
―
『
父
の
恩
』
を
中
心
に
」

（『
成
城
国
文
学
』
第
六
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）

（
６
）
貞
佐
は
二
代
目
團
十
郎
の
日
記
諸
本
（
立
教
大
学
近
世
文
学
研
究
会
編

『
資
料
集
成　

二
世
市
川
團
十
郎
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）
に
も
し
ば
し

ば
名
が
見
え
、
享
保
十
九
年
〈
一
七
三
四
〉
九
月
十
二
日
の
条
に
は
「
四
ツ
頃

湖
十
ヘ
行
。
○
噺
ス
。
車
葉
ト
云
人
居
合
咄

ス
。
宵
ニ
湖
十
此
方
ヘ
見
ヱ

今
日
貞
佐
死
去
の
よ
し
物
語
」
と
、
そ
の
物

故
に
つ
い
て
の
記
事
が
載
る
。			




 　
（
文
責
・
稲
葉
）

［
註
解
］

　
　
　
　
　

有
紀
堂
の
追
懐

発
句　
　

指
南
車
の
か
ら
く
り
ゆ
か
ぬ
寒
さ
哉　
　

三
升

【
季
】
冬
（
寒
さ
）。

【
語
釈
】
○
指
南
車　

車
上
に
設
置
さ
れ
た
人
形
が
片
手
を
上
げ
、
常
に
南
を

指
す
よ
う
作
ら
れ
た
も
の
（【
図
Ⅰ
】）。
古
代
中
国
の
黄
帝
作
と
も
、
周
公
作

と
も
さ
れ
る
（
晋
、
崔
豹
『
古
今
注
』
輿
服
第
一
）。「
指
南
車
を
胡
地
に
引
去

ル
霞
哉
」（
蕪
村
『
自
筆
句
帳
』）。
芝
居
で
は
、
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
十

一
月
上
演
「
前
九
年
鎧
競
」（
森
田
座
）
で
二
代
目
市
川
團
十
郎
門
下
、
二
代

目
を
襲
名
し
た
市
川
九
蔵
（
袖
岡
正
太
郎
）
が
「
車
ニ
人
形
の
せ
三
つ
升
の
紋

付
た
る
、
團
十
郎
姿
の
人
形
を
手
ニ
持
」、「
お
聞
き
く
だ
さ
れ
い
と
指
南
車
の

せ
り
ふ
な
が
〳
〵
と
、
み
ぢ
ん
兄
き
の
い
き
込
に
か
わ
ら
ず
大
大
あ
た
り
」

（『
役
者
金
化
粧
』
享
保
四
年
〈
一
七
一
九
〉
刊
）
と
演
出
に
用
い
て
大
当
た
り

を
取
る
。
○
か
ら
く
り　

指
南
車
の
仕
掛
の
意
に
、
事
が
う
ま
く
運
ぶ
よ
う
に

や
り
く
り
し
て
工
夫
を
凝
ら
す
意
を
掛
け
る
。「
人
間
万
事
か
ら
く
り
の
種
／

も
た
ね
ど
も
商
ひ
上
手
に
生
れ
つ
き
」（『
西
鶴
五
百
韻
』
延
宝
七
年
〈
一
六
七

九
〉
刊
）。「
艜
伊
豆
日
記
」（
享
保
十
年
〈
一
七
二
五
〉
正
月
）
の
上
演
に
つ

い
て
「
ぶ
た
い
下
よ
り
山
越
の
し
か
け
に
て
替
り
出
し
は
」（『
金
の
揮
』（
同

十
三
年
正
月
刊
）
云
々
と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
享
保
年
間
は
舞
台
道
具
が
発

達
し
た
時
期
で
、
実
験
的
な
か
ら
く
り
が
数
多
く
試
み
ら
れ
て
い
た
。
○
寒
さ　

寒
気
を
感
ず
る
さ
ま
。『
は
な
ひ
草
』（
寛
永
十
三
年
〈
一
六
三
六
〉
刊
）
以
下

に
十
月
。『
通
俗
志
』（
享
保
元
年
〈
一
七
一
六
〉
刊
）
等
、
兼
三
冬
。
精
神
的

な
面
で
心
に
冷
え
冷
え
と
染
み
入
る
こ
と
も
い
う
。「
秋
風
の
身
に
寒
け
れ
ば

つ
れ
も
な
き
人
を
ぞ
頼
む
く
る
る
夜
ご
と
に　

素
性
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋

二
）。

【
句
意
】
か
ら
く
り
仕
掛
け
の
指
南
車
の
人
形
が
、
手
を
差
し
上
げ
て
（
暖
か

な
南
方
を
）
指
し
示
す
よ
う
に
は
、
上
手
く
い
か
な
い
、（
故
人
を
偲
ぶ
、
こ

こ
最
近
の
）
寒
さ
で
あ
る
よ
。

【
解
説
】
前
書
に
「
有
紀
堂
の
追
懐
」
と
あ
る
。
有
紀
堂
は
享
保
十
二
年
〈
一

七
二
七
〉
十
二
月
十
四
日
に
没
し
た
江
戸
の
俳
人
、
豊
島
佳
風
。
椎
本
才
麿
、

後
、
服
部
嵐
雪
に
学
ぶ
。『
椎
本
先
生
語
類
』（
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
序
）

に
お
い
て
、
椎
本
才
尾
の
名
で
師
才
麿
の
説
を
祖
述
す
る
。
な
お
、『
父
の
恩
』

（
享
保
十
五
年
〈
一
七
三
〇
〉
刊
）
沾
洲
跋
文
に
よ
る
と
、
才
麿
は
初
代
市
川

團
十
郎
（
才
牛
）
の
俳
諧
の
師
と
さ
れ
る
。「
指
南
車
」
の
語
に
は
、
連
衆
を

導
い
た
佳
風
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
例
え
ば
、
莎
鶏
が
佳
風
に
師

事
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
五
湖
菴
句
集
』（
宝
暦
四
年
〈
一
七
五
四
〉

刊
）
所
収
「
頓
心
法
師
伝
」
に
「
有
記
（
マ
マ
）
堂
に
寄
り
て
表
徳
を
莎
鶏
と
定
む
。

有
記
（
マ
マ
）堂
、
是
を
は
げ
ま
し
て
日
毎
に
一
ツ
の
題
を
出
す
。
一
日
も
怠
る
事
な

く
、
狂
句
三
百
六
十
句
を
吐
事
十
有
余
年
」
と
記
さ
れ
る
。
享
保
十
三
年
〈
一

七
二
八
〉
十
二
月
中
旬
に
催
さ
れ
た
本
百
韻
は
佳
風
の
一
周
忌
興
行
で
、
発
句
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に
は
、
一
年
を
経
て
も
な
お
去
り
や
ら
ぬ
悲
し
み
が
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い

師
走
の
厳
し
い
寒
さ
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

脇　
　
　

硯
に
影
の
残
る
水
鳥　
　

	

　
　

貝
錦

【
季
】
冬
（
水
鳥
）。

【
語
釈
】
○
硯　

墨
を
磨
る
た
め
に
使
う
道
具
。
一
般
に
、
墨
を
摺
る
陸
部

と
、
墨
や
水
を
溜
め
て
お
く
海
部
か
ら
な
る
。「
硯
―
海
」（『
類
船
集
』
延
宝

四
年
〈
一
六
七
六
〉
刊
）。
〇
影
の
残
る
水　
「
影
」
は
水
面
に
映
っ
て
見
え
る

人
や
物
の
姿
。「
水
」
は
下
の
水
鳥
に
も
掛
か
る
。
〇
水
鳥　

水
辺
に
集
ま
り
、

暮
ら
す
鳥
の
総
称
。『
は
な
ひ
草
』・『
毛
吹
草
』（
正
保
二
年
〈
一
六
四
五
〉

刊
）
等
に
十
一
月
、『
増
山
井
』（
寛
文
三
年
〈
一
六
六
三
〉
刊
）
以
下
に
十

月
、『
温
故
日
録
』（
延
宝
四
年
〈
一
六
七
六
〉
刊
）・『
通
俗
志
』
等
に
兼
三

冬
。

【
句
意
】（
愛
用
の
）
硯
（
の
海
の
水
面
）
に
は
、
水
鳥
（
即
ち
故
人
）
の
面

影
が
（
映
る
よ
う
に
）
残
っ
て
い
る
。

【
解
説
】
発
句
に
追
懐
の
情
と
悲
し
み
を
読
み
取
り
、
一
方
で
「
か
ら
く
り
」

か
ら
『
璣
訓
蒙
鏡
草
』（
享
保
十
五
年
〈
一
七
三
〇
〉
刊
・【
図
Ⅱ
】）
で
紹
介

さ
れ
る
よ
う
な
「
文
字
を
書
く
か
ら
く
り
人
形
」
を
連
想
し
な
が
ら
、
そ
の
姿

に
故
人
佳
風
の
面
影
を
重
ね
る
こ
と
で
、
批
点
を
業
と
す
る
点
者
の
象
徴
と
も

い
え
る
筆
記
用
具
を
題
材
と
す
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
。
中
で
も
硯
で
あ
れ
ば

面
影
を
映
す
水
面
（「
海
」）
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
海
」
と

発
句
の
「
寒
さ
」
と
か
ら
、
水
辺
に
い
る
「
水
鳥
」
を
詠
み
込
ん
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
本
百
韻
の
会
場
は
貝
錦
亭
で
あ
る
。「
客
発
句
亭
主
脇
」
と
い

う
よ
う
に
、
主
客
の
三
升
が
発
句
を
詠
み
、
亭
主
貝
錦
が
脇
を
務
め
て
い
る
。

三
升
は
発
句
の
み
の
入
集
。

　
第
三　
　

挑い
ど
み
た
つ立
る
雨
夜
の
顔
の
お
も
長な
が

に　
　
　

 

五
舟

【
季
】
恋
（
雨
夜
（
の
品
定
め
））。

【
語
釈
】
○
挑
立
る
雨
夜　
「
挑
立
る
」
は
盛
ん
に
張
り
合
う
意
。「
雨
夜
」
は

『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
に
お
け
る
「
雨
夜
の
品
定
め
」
を
い
う
。
五
月
雨
の
夜
、

物
忌
み
の
た
め
に
宿
直
を
し
て
い
た
光
源
氏
の
も
と
へ
頭
中
将
・
左
馬
頭
・
藤

式
部
丞
ら
が
訪
れ
、
女
性
の
品
評
・
理
想
像
の
議
論
を
交
わ
す
。
各
自
の
体
験

談
を
語
る
中
で
、
頭
中
将
は
常
夏
の
女
（
夕
顔
）
に
言
及
す
る
。
○
顔
の
お
も

長
に　
「
お
も
長
」
は
顔
が
長
め
の
こ
と
。「
夕
共
の
甘
ふ
て
面
長
な
る
、
瓢
ひ

と
つ
に
か
ら
き
世
を
わ
た
る
も
の
あ
り
／
草
の
戸
は
よ
も
汲
ほ
さ
じ
苔
柄
杓
」

（『
古
来
庵
発
句
集
前
編
』
明
和
三
年
〈
一
七
六
六
〉
刊
）
と
、
夕
顔
の
実
を
連

想
さ
せ
る
。「
雨
夜
の
顔
の
」
と
説
明
す
る
の
は
「
夕
顔
の
君
」
を
読
者
に
想

起
さ
せ
る
た
め
の
表
現
。
某
院
で
の
夕
顔
の
死
後
、
光
源
氏
は
女
房
右
近
か
ら

夕
顔
が
頭
中
将
の
側
室
だ
っ
た
こ
と
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
彼
女
が
雨
夜
の
品
定

め
で
語
ら
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
る
。「
品
定
め
」
は
『
世
話
焼
草
』

（
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉
刊
）
に
恋
の
詞
と
さ
れ
る
。

【
句
意
】（
理
想
の
女
性
像
・
体
験
等
を
）
張
り
合
（
い
つ
つ
も
、
互
い
に
語

り
合
）
っ
た
雨
夜
（
の
品
定
め
で
紹
介
さ
れ
た
女
性
、
夕
顔
）
の
顔
は
、（
そ

の
名
の
通
り
）
面
長
に
（
見
え
た
の
だ
っ
た
）。

【
解
説
】「
硯
―
紫
」（『
類
船
集
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
前
句
の
「
硯
」
か
ら

「
紫
」
を
連
想
し
、
さ
ら
に
紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
へ
と
発
想
を
転
換
し
、

「
は
は
き
ぎ
の
あ
ま
よ
の
品
さ
だ
め
、
い
と
見
ど
こ
ろ
お
ほ
く
は
べ
る
め
る
」

（『
無
名
草
子
』）
と
評
さ
れ
、
代
表
的
な
場
面
と
し
て
知
ら
れ
る
雨
夜
の
品
定
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め
の
場
面
、
夕
顔
と
の
逢
瀬
の
場
面
に
思
い
至
っ
た
。
表
八
句
で
恋
の
句
を
出

し
て
い
る
。

　
初
オ
四　

木
の
端は
し

と
云
へ
我
ハ
茶
を
挽ひ
く　

	

　
　

喜
者

【
季
】
恋
（
茶
を
挽
）。

【
語
釈
】
○
木
の
端
と
云
へ　
「
木
の
端
」
は
木
切
れ
の
こ
と
。
取
る
に
足
ら

な
い
も
の
を
い
う
。『
枕
草
子
』
第
七
段
に
「
思
は
ん
子
を
法
師
に
な
し
た
ら

ん
こ
そ
心
ぐ
る
し
け
れ
。
た
だ
木
の
は
し
な
ど
の
や
う
に
思
ひ
た
る
こ
そ
い
と

い
と
ほ
し
け
れ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
下
級
の
遊
女
、
端
女
郎
を
仄
め
か
す
。

○
茶
を
挽　

遊
女
に
客
が
付
か
ず
時
間
を
持
て
余
す
様
を
い
う
。『
色
道
大
鏡
』

（
元
禄
初
年
成
）
巻
一
に
「
茶　

茶
を
挽
と
も
い
ふ
。
傾
城
の
う
れ
ず
し
て
、

宿
に
ゐ
る
を
い
ふ
也
。
平
生
さ
し
て
用
に
た
ゝ
ず
隙
な
る
者
や
、
盲
目
な
ど

に
、
茶
は
ひ
か
す
る
物
な
る
が
故
に
、
し
か
い
ふ
」
と
あ
る
。

【
句
意
】
木
の
端
（
の
よ
う
な
つ
ま
ら
な
い
端
女
郎
）
と
（
呼
ぶ
な
ら
ば
）
呼

べ
、（
ど
う
せ
）
私
は
お
茶
を
引
い
て
い
る
の
だ
。

【
解
説
】
前
句
の
雨
夜
の
品
定
め
の
場
面
か
ら
、
頭
中
将
ら
の
議
論
に
は
名
の

挙
が
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
者
に
想
像
を
巡
ら
し
、
下
級
の
端
女
郎
を
題
材

と
し
な
が
ら
、
枕
草
子
の
措
辞
を
踏
ま
え
て
「
木
の
端
」
と
し
た
。
こ
れ
に
は

夕
顔
の
家
の
荒
れ
果
て
た
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ

の
端
女
郎
を
、
人
気
が
な
く
、
い
つ
も
客
が
付
か
な
い
人
物
と
設
定
し
た
。

　
初
オ
五　

馬
も
人
も
絵
の
様
に
見
る
崖ガ
ケ

の
家　
　
　

楓
晩

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
○
馬
も
人
も
絵
の
様
に
見
る　

画
中
に
描
か
れ
た
、
遠
景
に
小
さ
く

見
え
る
人
馬
を
「
寸
馬
豆
人
」
と
い
う
。
荊
浩
『
画
山
水
賦
』
に
「
凡
画
二
山

水
一
、
意
在
二
筆
先
一
、
丈
山
尺
樹
、
寸
馬
豆
人
、
遠
人
無
レ
目
、
遠
樹
無
レ
枝
、

遠
山
無
レ
皴
、
隠
隠
似
レ
眉
、
遠
水
無
レ
波
、
高
与
レ
雲
斉
、
此
其
訣
也
」
と
あ
る
。

「
王
維
画
山
水
之
賦　

遠
人
无
レ
目　

亦
曰
丈
山
尺
樹
寸
馬
豆
人
と
あ
る
を
雨

中
の
花
／
此
雨
に
花
見
ぬ
人
や
家
の
豆　

晋
子
」（『
類
柑
子
』
宝
永
四
年
〈
一

七
○
七
〉
刊
）。「
搏う
つ

に
朽
せ
ぬ
家
々
の
紋　

一
枝
／
お
じ
や
往い
な

ふ
寸
馬
豆
人
靄

遠
し　

玉
立
」（『
其
角
十
七
回
』
享
保
八
年
〈
一
七
二
三
〉
跋
）。
○
崖
の
家　

崖
近
く
に
立
っ
て
い
る
家
。

【
句
意
】
馬
も
人
も
、（
ま
る
で
）
山
水
画
に
出
て
く
る
よ
う
に
（
小
さ
く
）

見
え
る
、
崖
近
く
に
建
っ
て
い
る
家
だ
よ
。

【
解
説
】
前
句
の
「
茶
を
挽
く
」
を
、
実
際
に
茶
葉
を
臼
で
挽
く
意
に
読
み
替

え
、
そ
の
動
作
主
を
「
木
の
端
と
云
へ
」
と
世
間
の
評
判
に
は
目
も
く
れ
ぬ
隠

者
の
こ
と
と
し
、
世
俗
か
ら
離
れ
た
生
活
の
場
を
、
山
水
画
に
描
か
れ
る
よ
う

な
崖
近
く
に
あ
る
と
設
定
し
、
そ
れ
を
客
観
的
な
視
点
か
ら
捉
え
た
。（
稲
葉
）

初
オ
六　

五い
つ

文も

字じ

浮
ミ
脚き
や
は
ん絆
ゆ
る
ま
る　
　

	

　
　

山
寿

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
○
五
文
字　

発
句
、
平
句
（
長
句
）
中
の
最
初
の
五
音
。「
先
師
曰

く
、
五
文
字
に
心
を
こ
め
て
置
か
ば
、
信
徳
が
人
の
代
や
な
る
べ
し
」（『
去
来

抄
』
元
禄
十
五
年
〈
一
七
○
二
〉
頃
成
）。
○
浮
ミ　

浮
か
む
。「
浮
か
ぶ
」
に

同
じ
。
こ
こ
で
は
意
識
に
出
て
く
る
、
思
い
付
く
の
意
。
○
脚
絆　

膝
か
ら
下

脛
あ
た
り
を
覆
い
、
足
を
保
護
す
る
布
。
大
津
脚
絆
、
江
戸
脚
絆
、
筒
脚
絆
の

三
種
が
あ
る
。
江
戸
脚
絆
は
紺
木
綿
で
裏
は
浅
黄
木
綿
。
上
部
に
片
紐
を
付
け

て
、
こ
は
ぜ
で
留
め
る
。
旅
行
や
作
業
時
に
用
い
る
。
○
ゆ
る
ま
る　

緩
く
な
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る
意
。

【
句
意
】（
句
の
上
）
五
文
字
が
頭
に
浮
か
ん
で
（
思
わ
ず
足
を
止
め
）、
脚
絆

が
緩
ん
だ
。

【
解
説
】
前
句
の
「
馬
も
人
も
絵
の
様
に
見
る
」
か
ら
、
芭
蕉
の
「
馬
ぼ
く

〳
〵
我
を
絵
に
見
る
夏
野
か
な
」（『
三
冊
子
』
元
禄
十
五
年
〈
一
七
○
二
〉

成
）
句
を
想
起
し
、
芭
蕉
の
よ
う
な
旅
人
を
想
定
し
つ
つ
、
山
水
画
さ
な
が
ら

の
景
を
見
て
句
案
が
生
じ
た
折
の
様
子
を
詠
ん
だ
。

初
オ
七　

風
呂
敷
と
語
り
ハ
せ
ね
ど
月
落暮

ぬ　
　
　

車
声

【
季
】
秋
（
月
）。
月
の
定
座
。

【
語
釈
】
○
風
呂
敷　

物
を
包
む
た
め
の
布
。
方
形
。
こ
こ
で
は
風
呂
敷
包
み

を
背
負
っ
て
い
る
商
人
の
意
。「
牙す
あ
い婆
の
袱
ふ
ろ
し
き

連
中
は
両ふ
た
つ

茶
屋
常
得
意
」（『
養

漢
裸
百
貫
』
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉
刊
）。
〇
月
落
ぬ　

月
が
西
に
傾
く
こ

と
。
張
継
「
楓
橋
夜
泊
」
の
一
節
に
「
月
落
烏
啼
霜
満
レ
天
」
と
あ
る
。「
月
」

は
『
は
な
ひ
草
』
以
下
に
八
月
、『
通
俗
志
』
等
に
兼
三
秋
。

【
句
意
】
行
商
人
と
語
り
合
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
の
間
に
か
夜

が
明
け
て
し
ま
っ
た
。

【
解
説
】
前
句
の
人
物
が
脚
絆
を
ほ
ど
き
宿
に
逗
留
し
た
と
見
て
、
宿
場
で
は

行
商
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
、
相
部
屋
と
な
っ
た
状
況
を
想
定
し
た
。

「
月
落
ぬ
」
と
し
た
の
は
、
前
句
の
旅
人
か
ら
旅
中
の
感
慨
を
吐
露
し
た
「
楓

橋
夜
泊
」
を
想
起
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
見
ず
知
ら
ず
の
行
商
人

と
語
り
合
う
こ
と
も
な
く
一
人
過
ご
し
、
夜
明
け
を
迎
え
る
と
い
う
表
現
を
不

自
然
と
判
断
し
た
か
、
貞
佐
は
「
落
」
を
夜
が
更
け
た
意
と
し
て
「
暮
」
に
訂

正
し
て
い
る
。

初
オ
八　

入
ら
ぬ
世
話
す
る
つ
ゞ
り
さ
せ
て
ふ　
　

執
筆

【
季
】
秋
（
つ
ゞ
り
さ
せ
）。

【
語
釈
】
〇
入
ら
ぬ
世
話
す
る　

不
要
な
世
話
を
焼
く
こ
と
。
相
手
に
と
っ
て

は
迷
惑
な
行
為
。「
草
の
む
ら
〳
〵
花
薄
、
何
思
ひ
入
り
て
招
く
ら
ん
。
い
ら

ぬ
御
世
話
の
小
夜
時
雨
」（『
好
色
敗
毒
散
』
元
禄
十
六
年
〈
一
七
○
三
〉
刊
、

巻
三
の
三
）。
〇
つ
ゞ
り
さ
せ　

蟋
蟀
の
異
名
。
蟋
蟀
は
「（
冬
を
迎
え
る
準
備

の
た
め
に
衣
を
）
綴
り
刺
せ
」
と
鳴
く
と
い
う
。「
秋
風
に
ほ
こ
ろ
び
ぬ
ら
し

藤
袴
つ
ゞ
り
さ
せ
て
ふ
き
り
ぎ
り
す
鳴
く　

在
原
棟
鿄
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻

十
九
）。
蟋
蟀
は
『
毛
吹
草
』
に
八
月
、『
増
山
井
』
以
下
に
七
月
。
○
て
ふ　

「
～
と
い
ふ
」
の
変
化
し
た
語
。

【
句
意
】（
美
し
い
音
な
が
ら
、）「
綴
り
刺
せ
」
と
は
、
余
計
な
こ
と
を
言
う

蟋
蟀
で
あ
る
な
あ
。

【
解
説
】
前
句
の
「
月
」
か
ら
「
虫
の
ね
」
を
連
想
し
（『
類
船
集
』）、
一
方

で
前
句
の
「
風
呂
敷
」
を
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
な
が
ら
、
前
出

「
秋
風
に
」
歌
へ
思
い
を
巡
ら
せ
て
「
つ
ゞ
り
さ
せ
（
蟋
蟀
）」
を
引
き
出
し
、

綻
び
を
繕
え
と
夜
に
盛
ん
に
鳴
く
声
に
辟
易
す
る
と
し
た
。

初
ウ
一　

塗
桶
に
は
や
置お
き
そ
め初
し
秋
の
霜　
　

	

　
　

少
長

【
季
】
秋
（
秋
の
霜
）。

【
語
釈
】
○
塗
桶　

漆
を
塗
っ
た
桶
。「
後
に
塗ヌ
リ
ヲ
ケ桶
の
ふ
た
に
米
を
入
て
ま
い

ら
せ
し
か
ば
」（『
曾
呂
里
狂
歌
咄
』
寛
文
十
二
年
〈
一
六
七
二
〉
刊
）。
ま
た
、

木
製
・
土
焼
製
の
綿
挽
に
用
い
る
器
具
を
い
う
。
黒
の
漆
塗
り
で
桶
に
似
る
。

「
む
し
り
わ
た
は
、
塗
桶
に
入
れ
ば
、
一
両
も
は
ば
か
る
」（『
名
語
記
』）。
○

は
や　

そ
の
時
期
に
な
る
前
に
。
早
く
も
。
○
置
初
し　

霜
が
生
じ
始
め
る
こ
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と
。「
も
み
ぢ
葉
を
み
く
ら
の
山
に
初
霜
は
朝
戸
あ
け
て
や
お
き
そ
め
つ
ら
ん
」

（『
散
木
奇
歌
集
』）。
○
秋
の
霜　

立
冬
前
に
降
る
霜
。『
連
珠
合
璧
集
』（
文
明

八
年
〈
一
四
七
六
）
頃
成
）
に
九
月
、『
滑
稽
雑
談
』（
正
徳
三
年
〈
一
七
一

三
〉
序
）
に
八
月
。
衣
を
打
つ
者
の
袖
に
置
く
霜
と
し
て
『
増
山
井
』・『
を
だ

ま
き
綱
目
』（
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
刊
）・『
枝
葉
集
』（
正
徳
元
年
〈
一
七

一
一
〉
刊
）
等
が
「
袖
の
霜
」
を
立
項
す
る
。「
手
に
と
ら
ば
消
え
ん
涙
ぞ
あ

つ
き
秋
の
霜
」（『
稿
本
野
晒
紀
行
』
貞
享
二
年
〈
一
六
八
四
〉
頃
成
）。

【
句
意
】
塗
り
桶
に
早
く
も
秋
の
霜
が
降
り
始
め
て
い
る
。

【
解
説
】
衣
を
綴
る
意
の
前
句
の
「
つ
ゞ
り
さ
せ
て
ふ
」
か
ら
綿
挽
の
塗
桶
を

連
想
し
、
そ
れ
を
日
用
品
の
塗
桶
に
転
じ
つ
つ
、
そ
の
桶
に
秋
の
霜
が
降
り
る

と
し
た
。

初
ウ
二　

髪
洗
ふ
日
に
筑
波
と
ハ
知し
る　
　

	

　
　

冨
百

【
季
】
恋
（
筑
波
）。

【
語
釈
】
〇
髪
洗
ふ
日　
『
枕
草
子
』
第
二
十
九
段
「
心
と
き
め
き
す
る
も
の
」

に
「
頭
洗
ひ
化
粧
じ
て
、
香
ば
し
う
し
み
た
る
衣
な
ど
着
た
る
」
と
あ
る
。

『
絵
本
十
寸
鏡
』（
延
享
五
年
〈
一
七
四
八
〉
刊
）
に
は
「
髪
は
頻
し
き
り
に

あ
ら
ふ
を

よ
し
と
す
。
熱あ
つ
き
ゆ湯
は
髪
を
あ
か
く
し
て
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
程
よ
く
水
を
加
え
て

も
ち
ゆ
べ
き
也
」
と
あ
る
。
〇
筑
波　

筑
波
山
。
常
陸
の
国
の
歌
枕
で
、
山
頂

は
男
体
山
、
女
体
山
の
二
峰
。「
音
に
聞
く
人
に
心
を
つ
く
ば
ね
の
み
ね
ど
恋

し
き
君
に
も
あ
る
か
な　

よ
み
人
し
ら
ず
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
一
）
等
、

恋
歌
が
多
く
詠
ま
れ
る
。

【
句
意
】
髪
を
洗
う
日
に
筑
波
山
（
に
詠
ま
れ
る
よ
う
な
恋
の
と
き
め
き
）
を

知
っ
た
。

【
解
説
】
前
句
の
「
塗
桶
」
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
に
考
え
を
巡
ら
せ
、

「
霜
―
黒
髪
」（『
類
船
集
』）
の
連
想
か
ら
、
そ
れ
を
女
性
が
髪
を
洗
う
た
め
の

も
の
と
し
、
無
意
識
に
お
め
か
し
す
る
行
動
か
ら
、
自
身
で
初
め
て
恋
心
に
気

付
い
た
と
し
た
。					







（
荻
原
）

　
初
ウ
三　

御
比
丘
尼
の
鰹
節
か
く
も
世
上
な
り　
　

里
郷

【
季
】
恋
（
比
丘
尼
）。

【
語
釈
】
〇
比
丘
尼　

尼
の
姿
を
し
た
私
娼
。
こ
こ
で
は
熊
野
三
所
権
現
勧
進

の
た
め
に
諸
国
を
巡
り
、
後
に
売
色
を
業
と
す
る
者
も
生
じ
た
熊
野
比
丘
尼
を

い
う
。
〇
鰹
節　

鰹
の
身
を
節
ど
り
し
て
蒸
し
、
火
に
炙
っ
て
干
し
固
め
た
も

の
。「
鰹
節　

土
佐
の
小
な
る
も
の
、
先
の
曲
り
た
る
よ
し
。
い
き
か
つ
ほ
を

製
し
た
る
も
の
也
。
よ
く
吟
味
す
べ
し
」（『
料
理
網
目
調
味
抄
』
享
保
十
五
年

〈
一
七
三
○
〉
刊
）。
〇
世
上　

世
の
中
、
俗
世
間
の
意
。「X

ejo xeqen

（
世

間
）
に
同
じ
」（『
日
葡
辞
書
』
慶
長
八
・
九
年
〈
一
六
〇
三
・
四
〉
刊
）。

【
句
意
】（
熊
野
）
比
丘
尼
の
（
日
頃
食
べ
て
い
る
）
鰹
節
は
、
こ
れ
ほ
ど
に

も
俗
世
間
的
な
の
だ
な
あ
。

【
解
説
】
前
句
の
「
髪
」
に
注
目
し
、「
髪
下
ろ
す
―
若
後
家
」（『
類
船
集
』）

と
の
連
想
か
ら
、
前
句
は
尼
削
（
肩
の
あ
た
り
で
髪
を
切
り
揃
え
る
）
を
し
て

出
家
し
た
若
後
家
の
動
作
と
心
境
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
た
。
さ
ら
に
前
句
の
恋

の
風
情
か
ら
『
色
道
大
鏡
』
巻
第
十
四
に
「
在
家
の
後
家
た
る
者
、
名
聞
に

か
ゝ
は
り
て
剃
髪
・
禅
衣
の
身
と
な
り
、
道
心
の
比
丘
尼
を
か
た
ら
ひ
て
、
法

談
の
場
を
汚
す
輩
お
ほ
か
り
」
と
あ
る
よ
う
な
後
家
の
恋
、
さ
ら
に
尼
の
姿
を

し
た
私
娼
の
比
丘
尼
へ
と
連
想
を
繋
げ
、
前
句
の
「
筑
波
」
と
い
う
地
名
に

よ
っ
て
比
丘
尼
の
中
で
も
地
名
「
熊
野
」
に
所
縁
の
あ
る
熊
野
比
丘
尼
へ
と
思
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い
至
り
、「
熊
野
―
鰹
ぶ
し
」（『
類
船
集
』）
の
連
想
か
ら
鰹
節
を
出
し
た
。
或

い
は
、
思
い
が
け
ず
人
魚
の
肉
を
食
べ
、
不
老
長
寿
を
得
た
八
百
比
丘
尼
の
伝

説
を
俗
化
し
た
か
。

　
初
ウ
四　

十
啓
が
来
て
あ
て
る
煤
竹　
　

	

　
　

宗
之

【
季
】
冬
（
煤
竹
）。

【
語
釈
】
〇
十
啓　

未
詳
。
扇
の
一
種
で
あ
る
中
啓
の
誤
か
。「
啓
」
は
「
ひ

ら
く
」
の
意
で
、
親
骨
の
上
端
を
外
側
に
反
ら
せ
て
あ
り
、
た
た
ん
で
も
な
お

頭
部
が
半
開
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
。
主
に
僧
や
宿
老
が
用
い
た
。
こ
こ
で
は

僧
自
身
を
指
す
か
。
〇
あ
て
る　

勢
い
よ
く
ぶ
つ
け
る
、
う
ち
つ
け
る
の
意
。

「
牛
童
命
に
随
て
水
牛
に
車
を
懸
け
、
一
鞭
を
当あ
て

た
れ
ば
」（『
太
平
記
』
巻
二

十
四
）。
〇
煤
竹　

煤
払
い
の
時
に
、
天
井
等
を
払
う
の
に
用
い
る
先
端
に
枝

葉
の
つ
い
て
い
る
竹
。「
弓
な
ら
で
す
ゝ
竹
に
し
れ
と
し
忘
れ　
大
覚
院
秀
長
」

（『
一
本
草
』
寛
文
十
一
年
〈
一
六
七
一
〉
刊
）。『
世
間
胸
算
用
』（
元
禄
五
年

〈
一
六
九
二
〉
刊
）
巻
一
の
四
に
「
毎
年
煤
払
は
極
月
十
三
日
に
定
め
て
、
旦

那
寺
の
笹
竹
を
祝
ひ
物
と
て
月
の
数
十
二
本
貰
ひ
て
、
煤
を
払
ひ
て
の
跡
を

取
、
葺
屋
根
の
押
さ
へ
竹
に
使
ひ
、
枝
は
箒
に
結
は
せ
て
、
塵
も
埃
も
捨
て
ぬ

随
分
こ
ま
か
な
る
人
あ
り
け
る
」
と
あ
る
。
煤
掃
き
は
『
は
な
ひ
草
』・『
初
学

抄
』（
寛
永
十
八
年
〈
一
六
四
一
〉
刊
）
以
下
に
十
二
月
。『
滑
稽
雑
談
』
に

「
当
世
に
お
い
て
、
禁
裏
・
院
中
の
御
煤
取
を
始
め
と
し
て
、
貴
屋
比
屋
の
分

か
ち
な
く
、
十
二
月
十
三
日
以
後
こ
れ
を
い
た
す
。
二
十
日
に
は
諸
家
の
寺
院

に
こ
の
こ
と
を
行
ふ
」
と
あ
る
。

【
句
意
】
僧
が
来
て
煤
竹
を
当
て
て
い
る
。

【
解
説
】
前
句
の
「
比
丘
尼
」
を
熊
野
比
丘
尼
か
ら
尼
僧
の
こ
と
に
見
換
え
、

そ
の
世
俗
な
振
る
舞
い
を
戒
め
る
様
子
、
例
え
ば
坐
禅
の
警
策
の
よ
う
に
棒
を

当
て
る
場
面
を
思
い
描
き
、
そ
れ
に
似
た
動
作
へ
と
発
想
を
転
じ
て
、
煤
竹
で

年
末
の
煤
払
い
を
す
る
と
し
た
。

初
ウ
五　

銭
湯
に
長
く
居
る
の
が
下
心　
　

	

　
　

桃
雨　
　

【
季
】
恋
（
下
心
）。

【
語
釈
】
〇
銭
湯　

湯
銭
を
と
っ
て
入
浴
さ
せ
る
浴
場
。「
近
所
に
銭
湯
の
あ

る
を
さ
い
は
ひ
に
、
ぼ
ん
の
ふ
の
垢
を
お
と
し
て
」（『
新
吉
原
常
々
草
』
元
禄

二
年
〈
一
六
八
九
〉
刊
、
巻
下
）。
〇
下
心　

密
か
に
持
っ
て
い
る
願
望
、
も

く
ろ
み
。「
助
六
」
で
は
、
遊
女
全
員
に
背
中
を
流
さ
せ
よ
う
と
風
呂
に
浸
か

り
な
が
ら
待
っ
て
、
ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ
た
か
ん
ぺ
ら
門
兵
衛
が
登
場
す
る
。 

「
門
兵
ヱ
ヽ
、
う
ぬ
は
人
を
馬
鹿
に
し
や
ア
が
る
か
。
こ
れ
、
や
い
、
こ
の
く
わ

ん
ぺ
ら
法
王
様
が
、
御
酒
宴
の
余
に
、
風
呂
に
召
そ
う
と
の
御
託
宣
、
俺
が
思

ひ
付
き
は
女
郎
を
一
つ
所
に
入
れ
て
、
背
中
を
流
さ
せ
よ
う
と
思
ふ
ハ
ァ
と
お

請
け
を
申
し
た
故
、
さ
つ
き
か
ら
風
呂
に
俺
た
つ
た
一
人
、
待
て
ど
く
ら
せ
ど

女
郎
め
ら
が
、
一
人
も
失
し
や
ァ
が
ら
な
い
。
俺
ァ
湯
の
中
で
半
分
溶
け
た
わ

え
」（『
助
六
所
縁
江
戸
桜
』
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉
上
演
）。

【
句
意
】
銭
湯
に
長
く
浸
か
っ
て
い
る
の
が
、
下
心
そ
の
も
の
だ
。

【
解
説
】『
世
間
胸
算
用
』
巻
一
の
四
に
「
過
ぎ
し
年
は
、
十
三
日
に
忙
し
く
、

大
晦
日
に
煤
掃
き
て
、
年
に
一
度
の
水
風
呂
を
焼
か
れ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

前
句
で
の
煤
払
い
の
後
に
は
風
呂
に
入
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
た
。「
当
」
と

「
風
呂
吹
」
と
は
付
合
（『
類
舩
集
』）
で
、
前
句
の
「
煤
竹
」
か
ら
は
水
風
呂

を
沸
か
す
た
め
の
竹
の
ふ
い
ご
を
連
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
【
語
釈
】

に
挙
げ
た
「
助
六
」
の
一
場
面
に
思
い
至
り
、
遊
廓
の
湯
屋
を
設
定
し
た
。
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「
助
六
」
は
「
花
屋
形
愛
護
桜
」
と
し
て
正
徳
三
年
〈
一
七
一
三
〉
四
月
に
山

村
座
で
初
演
、
同
六
年
二
月
に
「
式
例
和
曽
我
」
と
し
て
中
村
座
で
上
演
さ
れ

て
い
る
。
助
六
は
と
も
に
二
代
目
團
十
郎
。
初
演
の
台
本
は
残
さ
れ
て
い
な
い

が
、
二
回
目
の
演
出
は
現
在
の
「
助
六
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
佐

藤
仁
『
助
六
の
江
戸
』
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
五
年
）。

　
初
ウ
六　

女
に
舌
を
捲ま
く

ハ
惣
領　
　

	

　
　

藤
橋

【
季
】
恋
（
女
に
舌
を
捲
（
口
舌
））。

【
語
釈
】
〇
舌
を
捲　

相
手
に
威
圧
さ
れ
、
言
い
こ
め
ら
れ
て
沈
黙
す
る
さ

ま
。
口
舌
の
場
面
。「
口
舌
事
」
は
『
俳
諧
糸
屑
』（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉

刊
）
に
恋
の
詞
と
し
て
掲
載
。『
猿
源
氏
色
芝
居
』（
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉

刊
）
に
よ
る
と
、「
助
六
」
で
は
、
初
演
時
か
ら
意
休
が
遊
女
揚
巻
と
口
論
し
、

張
り
合
う
場
面
が
あ
っ
た
。『
助
六
所
縁
江
戸
桜
』
で
は
「
揚
巻
コ
リ
ヤ
意
休
さ

ん
で
も
な
い
、
く
ど
い
事
い
は
ん
す
（
中
略
）
サ
ァ
切
ら
し
や
ん
せ
。
わ
た
し

に
か
う
言
は
れ
て
、
よ
も
や
助
け
て
は
置
か
ん
す
ま
い
が
な
。
意
休
ム
ウ
（
ト

切
ら
う
と
す
る
）。
揚
巻
サ
ァ
。
意
休
失
せ
う
。
揚
巻
ど
こ
へ
。
意
休
助
六
が
所
へ
。
揚

巻
言
い
分
は
な
い
か
え
。
意
休
失
し
や
ァ
が
れ
」
と
あ
る
。
〇
惣
領　

一
つ
の
血

族
・
集
団
等
の
長
と
な
る
も
の
。
こ
こ
で
は
男
伊
達
の
棟
梁
た
る
髭
の
意
休
を

指
す
。

【
句
意
】
女
に
言
い
く
る
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
惣
領
で
あ
る
。

【
解
説
】
前
句
に
「
助
六
」
の
趣
向
を
認
め
、
今
度
は
意
休
が
揚
巻
を
口
説
く

も
、
相
手
に
さ
れ
ず
、
言
い
く
る
め
ら
れ
る
場
面
を
付
け
た
。

初
ウ
七　

か
り
そ
め
の
言
葉
の
端
に
龍り
ゆ
う
ず頭
落　
　

潮
雨

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
〇
か
り
そ
め　

ま
に
あ
わ
せ
、
実
意
な
く
お
ろ
そ
か
な
こ
と
。
〇
言

葉
の
端　

こ
と
ば
じ
り
。「
三
日
過
ご
さ
ず
大
坂
中
へ
申
わ
け
し
て
見
せ
ふ
と

後
に
知
ら
る
ゝ
こ
と
ば
の
は
し
」（『
曾
根
崎
心
中
』
元
禄
十
六
年
〈
一
七
〇

三
〉
初
演
）。
〇
龍
頭　

釣
り
鐘
を
鐘
楼
の
梁
に
か
け
て
吊
す
龍
の
頭
の
形
を

し
た
釣
り
手
。
謡
曲
「
道
成
寺
」
に
「
人
々
眠
れ
ば
、
好
き
隙
ぞ
と
、
立
ち
舞

ふ
様
に
て
、
狙
ひ
寄
り
て
、
撞
か
ん
と
せ
し
が
、
思
へ
ば
こ
の
鐘
、
恨
め
し
や

と
て
、
龍
頭
に
手
を
掛
け
、
飛
ぶ
と
ぞ
見
え
し
、
引
き
か
づ
き
て
ぞ
、
失
せ
に

け
る
」
と
あ
る
。

【
句
意
】
そ
の
場
限
り
の
お
ざ
な
り
な
返
事
に
、
龍
頭
か
ら
鐘
が
落
ち
る
よ
う

で
あ
る
な
あ
（
な
ん
と
も
恨
め
し
い
こ
と
だ
よ
）。

【
解
説
】
前
句
か
ら
、
相
手
を
口
説
い
た
も
の
の
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
「
舌
を

捲
」
き
、
意
気
消
沈
し
た
男
の
心
境
を
読
み
取
り
つ
つ
、
前
句
の
「
舌
」
か
ら

「
大
蛇
」
を
連
想
（『
類
船
集
』）
し
て
、
今
度
は
歌
舞
伎
に
対
し
て
、
謡
曲
「
道

成
寺
」
を
題
材
と
す
る
こ
と
を
思
い
付
い
た
。
本
句
の
「
龍
頭
落
」
に
は
「
恨

め
し
や
と
て
、
龍
頭
に
手
を
掛
け
」（「
道
成
寺
」）
と
あ
る
よ
う
な
、
恨
み
が

ま
し
い
心
境
が
込
め
ら
れ
る
。				






（
小
林
）

初
ウ
八　
　

詩
文
ハ
熨の

し

め
斗
目
歌
ハ
縮ち
り
め
ん緬　
　
　
　
　

楓
晩

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
〇
詩
文　

漢
詩
文
。「
詩シ

文ブ
ン

は
深
草
の
元
政
に
学
び
、
連
誹
は
西
山

宗
因
の
門
下
と
成
」（『
日
本
永
代
蔵
』
元
禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉
刊
、
巻
二
の

三
）。
〇
熨
斗
目　

武
家
の
礼
服
。
麻
の
裃
の
下
に
着
る
。
練
糸
を
縦
、
生
糸

を
横
に
し
て
織
っ
た
絹
布
で
織
り
、
腰
の
部
分
だ
け
縞
を
織
り
出
し
た
も
の
。
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「
武
士
は
専
ら
礼
服
に
こ
れ
を
用
ひ
、
素
袍
・
大
紋
・
長
袖
袖
等
の
時
は
必
ず

の
し
め
の
衣
服
な
り
」、「
ね
り
ぬ
き
は
練
緯
に
て
、
経
生
糸
、
緯
練
糸
を
も
つ

て
織
り
た
る
を
云
ふ
な
り
。
そ
の
縮
む
を
し
ゞ
ら
と
云
ひ
、
縮
ま
ざ
る
を
熨
斗

目
と
云
ふ
」、「
輿
の
み
織
筋
あ
る
物
を
熨
斗
目
と
云
ふ
な
り
」（『
貞
丈
雑
記
』

天
保
十
四
年
〈
一
八
四
三
〉
刊
、
巻
十
三
）。
〇
歌　

和
歌
。
〇
縮
緬　

女
性

の
礼
服
の
絹
織
物
。
経
に
縒
の
な
い
生
糸
、
緯
に
縒
の
強
い
生
糸
を
使
っ
て
平

織
り
と
し
、
布
面
に
細
か
な
縮
み
が
生
じ
る
。「
今
世
の
女
服
に
は
三
都
と
も

に
縮
緬
を
専
用
と
す
る
な
り
」、「
京
坂
、
今
世
、
市
民
婦
女
の
礼
服
、
縮
緬

縠
、
ち
り
め

ん
、
本
字
と
す
定
紋
付
」（『
貞
丈
雑
記
』
巻
十
六
）。

【
句
意
】
漢
詩
文
は
熨
斗
目
（
姿
の
武
士
の
よ
う
な
男
性
的
な
も
の
）、
和
歌

は
縮
緬
（
姿
の
婦
女
の
よ
う
な
女
性
的
な
も
の
だ
）。

【
解
説
】
前
句
の
「
か
り
そ
め
の
言
葉
の
端
」
か
ら
、
言
葉
を
扱
う
文
芸
を
題

材
に
し
よ
う
と
し
、
漢
詩
文
を
男
性
の
礼
服
、
和
歌
を
女
性
の
礼
服
に
譬
え
て

表
現
し
た
。
漢
字
を
男
手
、
仮
名
を
女
手
と
い
う
こ
と
か
ら
の
発
想
。

初
ウ
九　

た
ら
〳
〵
と
枝
か
ら
水
へ
切
ル
牡
丹　
　

五
山

【
季
】
夏
（
牡
丹
）。

【
語
釈
】
〇
た
ら
〳
　〵

液
体
が
続
け
て
滴
り
落
ち
る
様
子
を
表
わ
す
擬
態

語
。「
た
ら
た
ら
と
朽
木
に
よ
だ
れ
た
る
ひ
哉　

貞
義
」（『
鷹
筑
波
集
』
寛
永

十
五
年
〈
一
六
三
八
〉
刊
）。
〇
水
へ
切
ル　

水
切
。
生
け
花
で
水
の
吸
い
上

げ
を
よ
く
す
る
水
揚
げ
の
方
法
の
一
つ
で
、
水
に
浸
し
な
が
ら
草
花
等
の
茎
を

切
る
こ
と
を
い
う
。
〇
牡
丹　

ボ
タ
ン
科
の
落
葉
低
木
。
中
国
原
産
で
、
春
に

大
形
で
紅
・
紅
紫
・
黒
紫
・
桃
・
白
色
等
の
重
弁
花
を
付
け
る
。『
は
な
ひ
草
』

以
下
に
四
月
。

【
句
意
】
枝
か
ら
切
っ
た
牡
丹
を
水
切
り
し
た
ら
、
水
が
タ
ラ
タ
ラ
と
垂
れ
て

く
る
。

【
解
説
】
前
句
の
「
熨
斗
目
」・「
縮
緬
」
か
ら
衣
服
の
襲
の
色
目
と
し
て
の
牡

丹
（「
ぼ
た
ん
の
衣　

表
白
、
裏
紅
梅
、
か
さ
ね
も
あ
る
べ
し
」『
滑
稽
雑
談
』）

を
連
想
し
、
そ
れ
を
花
の
牡
丹
へ
と
転
じ
た
。
一
方
、
前
句
か
ら
漢
詩
文
と
和

歌
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る
場
面
を
想
起
し
、
そ
こ
か
ら
、
く
ど
く
ど
と
文

句
を
並
べ
立
て
る
時
の
擬
態
語
で
も
あ
る
「
た
ら
〳
〵
」
を
思
い
付
き
、
そ
れ

を
牡
丹
の
花
を
生
け
て
い
る
場
面
に
当
て
は
め
て
、
水
切
の
際
の
擬
態
語
と
し

た
。
享
保
期
は
抛
入
花
か
ら
生
花
へ
と
変
化
を
遂
げ
る
過
度
期
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　
初
ウ
十　

唐
菓
子
持
の
溜
メ
る
耳
垢　
　
　
　
　
　

東
閤

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
〇
唐
菓
子　

唐か
ら
く
だ
も
の

果
物
。
奈
良
期
に
遣
唐
使
が
唐
（
中
国
）
か
ら
持
ち

帰
っ
た
と
さ
れ
る
菓
子
。
糯
米
、
小
豆
等
の
粉
に
甘
葛
煎
や
塩
を
加
え
て
練

り
、
丁
子
末
・
肉
桂
末
等
も
入
れ
て
餅
と
し
た
り
、
そ
の
餅
を
ご
ま
油
で
揚
げ

た
り
す
る
。『
男
重
宝
記
』（
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
刊
）
巻
四
の
五
に
は

「
唐
菓
子
の
類
并
に
樹
菓
」
と
し
て
龍
眼
肉
・
無
花
果
・
枳
椇
・
茘
枝
・
海
松

子
・
巴
旦
杏
・
榲
桲
・
枸
櫞
・
唐
胡
桃
・
阿
月
渾
子
・
雪
梨
餻
・
切
沙
糖
・
天

門
冬
漬
・
蜜
漬
類
・
南
蛮
菓
子
の
十
五
種
が
載
る
。
〇
溜
メ
る
耳
垢　

耳
垢
が

溜
ま
り
、
痒
み
が
生
じ
る
の
は
吉
事
の
前
兆
と
さ
れ
た
。「
耳
垢
の
か
ゆ
み
吉

事
の
御
注
進
」（『
住
吉
み
や
げ
』
宝
永
五
年
〈
一
七
〇
八
〉
刊
）。

【
句
意
】
唐
菓
子
を
持
っ
た
者
が
（
吉
例
を
期
待
し
て
）
耳
垢
を
溜
め
て
い

る
。
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【
解
説
】『
山
の
井
』（
正
保
五
年
〈
一
六
四
八
〉
刊
）
に
「
か
ら
ぼ
た
ん
」
と

あ
る
よ
う
に
、
前
句
の
「
牡
丹
」
か
ら
唐
を
連
想
し
て
「
唐
菓
子
」
を
出
し
、

そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
遣
唐
使
が
論
功
行
賞
を
期
待
し
て
俗
説
を
信
じ
る
様
を
詠

ん
だ
。

初
ウ
十
一　

白
い
事
合
点
を
し
て
ハ
白
い
と
ハ　
　

円
推

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
〇
白
い
事　

役
者
評
判
記
で
の
役
者
の
位
付
け
で
、
第
一
位
の
黒
吉

に
続
く
第
二
位
の
白
吉
の
こ
と
。
白
吉
は
白
抜
き
の
吉
。「
黒
ひ 

役
者
評
判
記

よ
り
出
た
り
。
吉
の
事
也
」、「
白
ひ　

右
同
断
。
吉吉
の
事
也
」（『
辰
巳
之
園
』

（
明
和
七
年
〈
一
七
七
○
〉
刊
）。
〇
合
点　

承
知
す
る
こ
と
。

【
句
意
】（
位
付
け
が
）
白
（
吉
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
も
、（
第
二

位
の
）
白
（
吉
）
で
あ
っ
た
と
は
（
ど
う
に
も
納
得
が
い
か
な
い
）。

【
解
説
】
前
句
で
吉
例
の
前
兆
が
詠
ま
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
は
き
っ
と

第
一
位
の
黒
吉
と
評
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
に
違
い
な
い
と
期
待
す
る
役
者
の
心

境
を
思
い
描
き
、
実
際
に
は
第
二
位
の
白
吉
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
嬉
し
い
も
の

の
期
待
外
れ
で
釈
然
と
し
な
い
と
の
複
雑
な
気
持
ち
を
表
現
し
た
。
例
え
ば
、

本
百
韻
の
興
行
と
同
じ
享
保
十
三
年
〈
一
七
二
八
〉
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
八
文

字
屋
自
笑
版
『
役
者
遊
見
始
』
で
「
立
役
巻
付
上
上
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
中

村
七
三
郎
（
少
長
）
が
、
和
泉
屋
権
四
郎
版
『
役
者
評
判
一
の
冨
』（
同
年
二

月
刊
）
で
は
「
立
役
巻
付
上
上
白
吉
」
と
評
価
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。

初
ウ
十
二　

別
れ
し
夕
べ
汚
ゴ
れ
た
る
衣　
　
　
　

佳
丁

【
季
】
恋
（
別
れ
し
夕
べ
）。

【
語
釈
】
〇
別
れ
し
夕
べ　

恋
人
と
別
れ
た
夕
方
。「
今
来
ん
と
い
ひ
て
別
れ

し
あ
し
た
よ
り
思
ひ
暮
ら
し
の
音
を
の
み
ぞ
な
く　

僧
上
遍
昭
」（『
古
今
和
歌

集
』
巻
十
五
）
等
の
「
別
れ
し
あ
し
た
」
を
裏
返
し
た
表
現
。
〇
汚
ゴ
れ
た
る

衣　

汚
れ
て
し
ま
っ
た
衣
服
。

【
句
意
】（
恋
人
と
）
別
れ
た
夕
方
は
、
衣
服
が
汚
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
解
説
】
前
句
が
意
想
外
な
展
開
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
恋
人
と
別

れ
る
時
刻
を
朝
方
で
は
な
く
夕
方
と
設
定
し
て
、
さ
ら
に
前
句
の
「
白
」
に
対

し
て
、
例
え
純
白
の
衣
服
で
あ
っ
て
も
、
夕
方
に
は
汚
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と

発
想
し
て
一
句
を
ま
と
め
た
。「
衣
」
を
出
し
た
の
は
、
明
け
方
に
恋
人
と
別

れ
る
こ
と
を
「
後き
ぬ
ぎ
ぬ朝
」
と
い
う
こ
と
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
。 （
ビ
ュ
ー
ル
ク
）

初
ウ
十
三　

月
花
と
ひ
ろ
ち
や
く
し
た
る
長
い
文　

暁
雨

【
季
】
春
（
月
花
）。
恋
（
文
）。
花
の
定
座
。

【
語
釈
】
○
月
花　

月
と
花
。
日
本
文
化
に
お
け
る
代
表
的
な
景
物
。「
月
花

は
さ
ら
な
り
。
風
の
み
こ
そ
人
に
心
は
つ
く
め
れ
」（『
徒
然
草
』
第
二
十
段
）。

寵
愛
す
る
対
象
に
も
用
い
る
。「
そ
の
女
は
ひ
と
り
娘
に
て
、
日
頃
月
花
と
寵

愛
せ
し
に
」（『
男
色
大
鑑
』
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
刊
、
巻
六
の
五
）。
○

ひ
ろ
ち
や
く　

広
（
弘
）
着
。
大
げ
さ
に
誇
張
す
る
こ
と
を
い
う
。「
だ
ま
り

者
名
さ
か
も
立
う
取
ツ
て
置　
（
澗
水
）
／
茎
と
仏
を
出
し
て
ひ
ろ
ち
や
く　

（
同
）」（『
半
あ
は
せ
』
享
保
六
年
〈
一
七
二
一
〉
刊
）。「
百
里
の
柳
い
と
も
か

し
こ
く　
（
芳
津
）
／
ひ
ろ
ち
や
く
す
切
帋
伝
は
長
閑
に
て　
（
同
）」（『
露
沾

俳
諧
集
』
享
保
年
間
）。「
勧
進
帳
だ
と
な
づ
け
、
な
ん
で
も
か
い
た
物
を
ひ
ろ

ち
や
く
し
て
、
よ
い
か
げ
ん
に
こ
ぢ
つ
け
る
と
」（『
通
増
安
宅
関
』
天
明
元
年

〈
一
七
八
一
〉
刊
）。
○
長
い
文　

長
文
。
長
い
手
紙
。「
文
づ
ら
け
高
く
、
長
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ぶ
ん
の
書
き
て
」（『
好
色
一
代
男
』
天
和
二
年
〈
一
六
八
二
〉
刊
、
巻
六
の

二
）。「
文
」
は
『
番
匠
童
』（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
刊
）
等
に
恋
詞
。

【
句
意
】
月
よ
花
よ
と
大
げ
さ
に
誇
張
し
て
い
る
長
い
手
紙
だ
。

【
解
説
】
前
句
の
「
汚
ゴ
れ
た
る
衣
」
か
ら
、
こ
の
人
物
が
身
な
り
を
気
に
せ

ず
、
世
俗
を
離
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
と
見
て
、
さ
て
は
風
雅
を
好
む
隠
者
か

と
思
い
を
巡
ら
せ
つ
つ
も
、
そ
の
実
、
大
げ
さ
な
似
非
風
流
人
で
あ
っ
た
と
捻

り
、
そ
の
大
仰
な
長
い
手
紙
を
示
し
た
。
手
紙
は
恋
文
で
あ
ろ
う
。

　
初
ウ
十
四　

お
も
ひ
出
し
て
ハ
雉虻

の
一
声

【
季
】
春
（
雉
・
修
正
後
は
虻
）。

【
語
釈
】
○
雉
の
一
声　

雉
は
き
じ
科
の
鳥
。
雄
は
体
が
暗
緑
色
で
、
胸
及
び

背
に
紫
色
光
が
あ
る
。
目
の
周
り
は
赤
く
、
黒
帯
の
あ
る
長
い
尾
を
持
つ
。
雉

は
親
子
の
情
愛
の
深
い
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
、
例
え
ば
、
野
焼
き
の
際
、
親
自

身
は
逃
げ
る
た
め
に
飛
び
立
っ
て
も
、
ま
だ
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
子
を
救
お

う
と
再
び
巣
に
戻
り
、
焼
け
死
ぬ
と
の
諺
「
焼
野
の
き
ぎ
す
」
が
あ
る
。

「
ち
ゝ
は
ゝ
の
し
き
り
に
こ
ひ
し
雉
の
声
」（『
笈
の
小
文
』
宝
永
六
年
〈
一
七

○
九
〉
刊
）。『
毛
吹
草
』
以
下
に
二
月
。
同
書
中
春
に
「
同
狩
場
の
雉
子
、
声

を
む
す
び
て
は
春
な
り
」
と
あ
る
。『
は
な
ひ
草
』、『
便
船
集
』（
寛
文
九
年

〈
一
六
六
九
〉
跋
）
は
「
雉
子
啼
く
」
を
一
月
と
す
る
。

【
句
意
】（
家
族
の
こ
と
を
）
思
い
出
し
て
は
、（
親
子
の
情
の
厚
い
）
雉
が
一

声
（
鳴
く
よ
う
に
慕
わ
し
く
思
う
こ
と
だ
）。

【
解
説
】
暁
雨
の
前
句
に
あ
る
「
長
い
文
」
に
着
目
し
、「
助
六
」
で
、
酔
い

心
地
の
中
、
床
几
に
落
ち
着
い
た
揚
巻
の
も
と
へ
、
満
江
（
助
六
の
母
）
か
ら

の
手
紙
が
届
く
場
面
を
想
起
し
た
か
。
恋
文
か
ら
家
族
の
手
紙
へ
と
見
換
え
て

い
る
。
句
は
、
親
が
子
を
思
う
（
あ
る
い
は
子
が
親
を
思
う
）
心
境
を
詠
ん
で

い
る
。
な
お
、
貞
佐
は
「
雉
」
を
「
虻
」
へ
と
添
削
す
る
。「
虻
」
は
蠅
に
似

る
虫
。『
滑
稽
雑
談
』（
二
月
下
）
に
「
二
三
月
よ
り
生
じ
て
、
夏
月
に
存
す
。

然
れ
ど
も
古
来
よ
り
春
に
用
ゆ
」
と
あ
る
。
雌
は
吸
血
性
で
人
や
動
物
に
う
る

さ
く
つ
き
ま
と
う
。「
一
つ
ぶ
め
き
て
、
か
ほ
の
め
ぐ
り
に
あ
る
を
、
う
る
さ

け
れ
ば
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
七
の
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
鬱
陶
し
い
も
の

と
さ
れ
る
。
前
句
の
手
紙
を
送
っ
た
人
物
が
、
全
く
相
手
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
句
意
へ
と
直
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
オ
一　

春
雨
に
淋
し
く
も
ど
る
挟
箱　
　
　
　
　

潮
雨

【
季
】
春
（
春
雨
）。

【
語
釈
】
○
春
雨　

細
か
く
静
か
に
降
る
春
の
雨
。「
花
は
散
り
そ
の
色
と
な

く
な
が
む
れ
ば
む
な
し
き
空
に
春
雨
ぞ
降
る　

式
子
内
親
王
」（『
新
古
今
和
歌

集
』
巻
二
）
と
、
花
の
散
る
頃
の
物
思
い
が
想
起
さ
れ
る
。『
三
冊
子
』
は

「
春
雨
は
小
止
み
な
く
、
い
つ
ま
で
も
降
り
続
く
や
う
に
す
る
。
三
月
を
い
ふ
。

二
月
末
よ
り
も
用
ふ
る
な
り
。
正
月
・
二
月
初
め
を
春
の
雨
と
な
り
」
と
、
陰

暦
正
月
か
ら
二
月
初
め
に
降
る
の
を
「
春
の
雨
」、
二
月
末
か
ら
三
月
に
降
る

の
を
「
春
雨
」
と
区
別
す
る
。『
は
な
ひ
草
』
以
下
に
兼
三
春
。『
糸
屑
』（
元

禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
刊
）
以
下
に
三
月
。
〇
淋
し　

本
来
あ
る
べ
き
も
の
が

失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
悲
哀
・
空
虚
感
を
表
す
。「
思
ふ

こ
そ
か
へ
す
〳
〵
も
淋
し
け
れ
あ
ら
た
の
面
の
け
ふ
の
春
雨
」（『
拾
遺
愚

草
』）。
〇
挟
箱　

 

衣
服
等
を
入
れ
る
運
搬
用
の
箱
。
金
具
の
環
を
付
し
、
そ

こ
に
棒
を
通
し
て
従
者
が
担
ぐ
。
武
家
の
儀
礼
的
な
行
装
で
も
あ
り
、
礼
服
等

の
着
替
え
が
入
れ
ら
れ
た
。
女
性
用
の
も
の
は
黒
無
地
乃
至
黒
塗
り
で
、
油
単
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が
掛
け
ら
れ
る
。
庶
民
に
お
い
て
も
、
富
家
で
は
年
始
の
回
礼
に
用
い
た
。

「
挿
ハ
サ
ミ

箱バ
コ 
往
古
他
方
に
行
く
人
、
衣
服
を
竹
を
以
て
僕
を
し
て
之
を
担
は
し
め
、
寒

暖
の
用
に
充
つ
。
之
を
挿
竹
と
謂
ふ
。
近
世
之
に
拠
つ
て
挿
箱
を
制
す

」（『
書
言
字
考
節
用
集
』

享
保
二
年
〈
一
七
一
七
〉
刊
）。

【
句
意
】
春
雨
の
降
る
中
、
挟
箱
（
だ
け
）
が
淋
し
く
戻
っ
て
く
る
。

【
解
説
】
前
句
の
「
雉
」
か
ら
親
子
の
情
を
読
み
取
っ
て
の
付
け
。
恐
ら
く
、

句
の
「
挟
箱
」
は
娘
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
親
に
先
立
ち
不
慮
の
死
を
遂
げ
た

か
、
春
雨
の
降
る
中
、
嫁
ぎ
先
か
ら
挟
箱
の
み
が
実
家
に
戻
っ
て
き
た
と
し
た
。

二
オ
二　

乳
呑
子
な
ら
で
鞆と
も
が
し
ら頭
抱
ク　
　
　
　
　
　

冨
百

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
○
乳
呑
子　

母
乳
を
飲
ん
で
い
る
幼
児
。「
胸
に
あ
る
手
を
の
け
て

の
び
す
る　

季
吟
／
乳
の
み
子
が
お
も
く
て
腰
や
い
た
む
ら
ん　

長
頭
丸
」

（『
紅
梅
千
句
』
明
暦
元
年
〈
一
六
五
五
〉
刊
）。
〇
鞆
頭　
「
鞆
」
は
、
弓
を
射

る
際
、
腕
を
保
護
す
る
た
め
左
手
首
に
付
け
る
古
代
の
武
具
。
半
月
状
の
内
部

を
稲
藁
・
絹
綿
等
で
満
た
し
た
革
製
の
袋
で
、
外
を
黒
漆
で
塗
り
、
革
緒
で
結

ん
だ
も
の
。「
頭
」
は
先
の
方
の
意
。「
産
れ
ま
せ
る
と
き
に
完た
た
む
き腕
の
上
に
生
ひ

た
り
。
其
の
形
、
鞆
の
如
し
」（『
日
本
書
紀
』）
と
、
応
神
天
皇
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
腕
が
鞆
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

【
句
意
】
乳
飲
み
子
で
も
な
い
の
に
、
鞆
先
を
抱
い
て
い
る
（
筋
骨
隆
々
な
姿

だ
）。

【
解
説
】
前
句
の
「
挟
箱
」
の
主
は
若
い
女
性
で
、
子
が
い
て
も
乳
児
で
あ
っ

た
ろ
う
と
想
像
を
巡
ら
せ
、
そ
の
乳
児
か
ら
応
神
天
皇
の
説
話
に
思
い
至
り
、

挟
箱
を
持
つ
従
者
の
屈
強
な
姿
へ
と
視
点
を
変
え
て
一
句
に
纏
め
た
。　

二
オ
三　

鸛
の
巣
を
お
ろ
す
梯
子
の
酔よ
い

倒
れ　
　
　

五
舟

【
季
】
雑
。

【
語
釈
】
○
鸛
の
巣　
「
鸛
」
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
科
の
鳥
。
丹
頂
鶴
に
似
て
い
る

が
、
頭
頂
は
赤
く
な
い
。
ま
た
、
首
に
黒
帯
が
な
く
、
背
と
首
筋
が
灰
色
。
羽

は
黒
い
。「
霜
月
や
鸛
の
彳つ
く
づ
く々

な
ら
び
ゐ
て　

荷
兮
／
冬
の
朝
日
の
あ
は
れ
な

り
け
り 

芭
蕉
」（『
冬
の
日
』
貞
享
元
年
〈
一
六
八
五
〉
刊
）。
鳴
き
声
は
嘴
を

叩
き
合
わ
せ
る
よ
う
な
音
で
、
青
竹
を
割
る
音
に
譬
え
ら
れ
る
。
樹
木
の
他
、

「
台
観
の
上
」（『
本
朝
食
鑑
』
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
刊
）
や
「
寺
院
屋
根
」

（『
水
谷
禽
譜
』
文
化
七
年
〈
一
八
一
〇
〉
頃
成
）
等
、
高
所
に
営
巣
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。「
江
戸
に
浅
草
寺
の
堂
上
、
或
い
は
本
所
の
羅
漢
の
堂
上
に
巣

を
為
す
」（『
飼
籠
鳥
』
文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
年
序
）。
参
考
・
久
井
貴
世

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
ツ
ル
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
識
別
の
実
態
：
博
物
誌
史
料
に

よ
る
検
証
」（『
山
階
鳥
学
誌
』
第
五
十
号
、
二
○
一
九
年
二
月
）。
〇
梯
子　

寄
せ
掛
け
て
高
所
へ
昇
降
す
る
た
め
の
道
具
で
、
持
ち
運
び
が
可
能
。
二
条
の

長
い
木
材
に
、
一
定
の
間
隔
で
横
木
を
数
条
付
け
て
足
掛
か
り
と
す
る
。「
槙

の
木
は
霧
た
ち
の
ぼ
る
は
し
ご
哉
」（『
玉
海
集
』
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉

刊
）。
ま
た
、
次
々
と
店
を
変
え
て
飲
み
歩
く
梯
子
酒
の
意
を
掛
け
る
。

【
句
意
】
鸛
の
巣
を
降
ろ
す
た
め
に
掛
け
た
梯
子
が
、（
さ
も
梯
子
酒
を
し
て
）

酔
っ
払
う
か
の
よ
う
に
し
て
倒
れ
た
。

【
解
説
】
前
句
の
「
鞆
」
か
ら
飛
ぶ
鳥
を
射
る
翔
け
鳥
を
想
起
し
、
空
へ
と
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
少
し
捻
っ
て
高
所
に
営
巣
す
る
鸛
の
巣
を
題
材
と
す
る
こ

と
を
思
い
付
い
た
。
ま
た
、
前
句
か
ら
た
く
ま
し
い
男
性
を
想
起
し
、
鸛
の
巣

を
撤
去
す
る
作
業
の
景
を
描
き
つ
つ
も
、
梯
子
酒
の
縁
か
ら
、
揺
れ
て
不
安
定

な
梯
子
の
様
子
を
酔
っ
払
い
の
姿
に
見
立
て
た
。	

　
　
　

 　
（
稲
葉
）
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※�
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
は
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
お
図
り
頂
い
た
。
記
し

て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　

※�

本
稿
は
令
和
五
年
度
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠

点
「
日
記
か
ら
考
え
る
歌
舞
伎
役
者
を
中
心
に
し
た
江
戸
中
期
の
文
芸
圏

研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
い
な
ば　

ゆ
う
す
け　

和
光
大
学
准
教
授
）
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